
                          

第
三
節 

糖
業
事
情 

糖
業
試
験
場 

○
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
） 

 

四
月
、
政
府
直
軸
の
糖
業
改
良
事
務
局
大
島
出
張
所
が
廃
止
さ 

れ
、
大
島
糖
業
試
験
場
が
名
瀬
村
金
久
に
設
置
さ
れ
た
。
七
月
、 

こ
れ
を
鹿
児
島
県
立
糖
業
試
験
場
と
改
め
大
正
十
三
年
ま
で
続
い 

た
。 

○
大
正
元
年
（
一
九
一
二
） 

 

九
月
、県
立
糖
業
試
験
場
甘
蔗
種
苗
配
布
規
程
が
定
め
ら
れ
た
。 

 

十
月
、
大
島
郡
共
同
製
糖
場
設
置
及
肥
料
共
同
購
入
補
助
規
程 

が
定
め
ら
れ
た
。 

 

甘
蔗
苗
読
谷
山
種
普
及
の
た
め
、
大
正
元
年
度
和
泊
苗
圃
を
皆 

川
に
、
八
年
度
知
名
村
に
設
置
。 

○
同
二
年
（
一
九
一
三
） 

                           

こ
の
年
以
降
、
ゆ
り
景
気
が
続
き
、
郡
内
で
も
特
に
沖
永
良
部 

は
に
ぎ
わ
っ
た
。 

 

当
時
の
大
島
郡
の
黒
糖
は
、
沖
縄
糖
よ
り
一
斤
に
つ
き
二
銭
安 

で
あ
っ
た
。
沖
縄
糖
は
全
国
を
販
路
と
す
る
が
、
大
島
糖
は
東
海 

道
と
九
州
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
糖
は
一 

年
中
製
造
当
時
の
状
態
を
保
つ
が
、
大
島
糖
は
梅
雨
時
期
に
な
る 

と
溶
け
て
、
樽
の
外
へ
ま
で
流
れ
出
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
た
め 

販
路
も
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
沖
縄
な
み 

に
製
法
が
進
ん
で
い
た
ら
、
百
二
十
五
斤
入
り
一
樽
で
二
円
五
十 

銭
、
郡
の
移
出
糖
二
十
万
樽
と
し
て
五
十
万
円
の
増
収
に
な
る
計 

算
で
あ
っ
た
。（
全
一
論
集
） 

○
同
三
年
（
一
九
一
四
） 

 

十
月
、第
一
回
大
島
郡
重
要
物
産
品
評
会
が
名
瀬
で
開
か
れ
た
。 

○
同
四
年
（
一
九
一
五
） 

 

報
効
農
事
小
組
合
表
彰
規
程
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
農
事 

小
組
合
の
活
動
を
促
し
、
産
業
の
改
良
発
達
を
計
ら
ん
が
為
め
、 

毎
年
県
費
を
以
て
小
組
合
の
表
彰
を
行
ふ
」
た
め
の
も
の
で
あ
っ 

た
。 

○
同
五
年
（
一
九
一
六
） 

 

糖
業
巡
回
講
習
（
製
糖
実
習
）
が
五
年
四
月
、
和
泊
村
畦
布
、 
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知
名
村
知
名
・
上
城
・
田
皆
・
徳
時
・
芦
清
良
・
下
平
川
で
、
七 

年
一
月
に
は
、
和
泊
村
和
泊
・
畦
布
・
後
蘭
・
国
頭
・
皆
川
、
知 

名
村
余
多
・
上
平
川
・
知
名
で
、
八
年
二
月
に
は
和
泊
村
手
々
知 

名
、
知
名
村
島
尻
・
久
志
検
で
、
九
年
一
月
に
は
和
泊
村
国
頭
・ 

和
泊
・
古
里
・
根
折
、
知
名
村
田
皆
・
正
名
・
徳
時
・
上
城
・
知 

名
で
実
施
さ
れ
た
。
巡
回
講
習
の
甘
蔗
栽
培
法
は
六
年
八
月
和
泊 

村
で
九
月
知
名
村
で
開
催
さ
れ
た
。 

○
同
六
年
（
一
九
一
七
） 

 

大
正
三
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
と
、
日
本
経
済
は
み 

ぞ
う
の
好
景
気
と
な
っ
た
。
欧
州
各
国
が
船
舶
不
足
に
悩
ま
さ
れ 

て
い
る
折
、
戦
災
を
受
け
な
い
わ
が
国
が
、
次
々
と
外
国
航
路
を 

新
設
し
、
拡
張
し
て
い
っ
た
。
特
に
中
国
市
場
が
わ
が
国
の
独
占 

状
態
と
な
り
、
巨
大
な
利
益
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
阪
商 

船
は
奄
美
・
沖
縄
航
路
の
船
を
次
々
と
削
減
し
て
い
っ
た
。 

 

そ
の
た
め
、
島
民
は
日
用
品
は
も
ち
ろ
ん
米
・
塩
に
さ
え
不
自 

由
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
、
物
価
は
上
昇
し
、
砂
糖
樽
の
積
み
残 

し
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
奄
美
航
路
を
受
け
持
つ
大
阪
商
船 

と
大
洋
商
船
は
協
定
し
て
十
月
一
日
か
ら
砂
糖
運
賃
の
値
上
げ
を 

実
施
し
た
。
名
瀬
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
砂
糖
を
一
挺
の
運
賃
が
三 

      

下
げ
を
発
表
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
た
。
そ
の
た
め
大
島
汽
船
は
次 

第
に
成
績
不
振
と
な
り
、
十
三
年
十
月
以
降
は
当
の
競
争
相
手
で 

あ
る
大
阪
商
船
へ
委
託
経
営
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
の
製
糖
技
術
の
水
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で 

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
湿
度
が
高
く
な
る
と
溶
け
が
ち
な
こ
と
は
先 

に
述
べ
た
が
、
樽
そ
の
も
の
も
粗
末
で
「
全
一
論
集
」
は
次
の
よ 

う
に
述
べ
て
い
る
。（
大
阪
倉
庫
所
見
） 

「
砂
糖
の
結
晶
が
溶
け
出
て
居
る
が
故
に
帯
竹
が
切
れ
た
か
と
よ
く 

 

見
て
み
る
と
全
く
実
の
入
ら
ぬ
若
竹
を
小
さ
く
甚
だ
し
け
れ
ば
生な

ま
の 

 

を
使
用
し
て
あ
る
。
或
物
は
帯
竹
が
緩
る
ん
で
下
に
落
ち
て
居
る
。
之 

 

は
樽
木
に
生
木
を
使
用
し
た
為
め
其
枯
れ
る
と
同
時
に
樽
木
が
締
ま
っ 

 

て
帯
が
緩
る
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
或
物
は
樽
木
が
あ
ち
こ
ち
抜
け
て 

 

無
く
な
っ
て
居
る
。
之
は
帯
竹
は
切
れ
又
は
緩
ん
で
落
ち
た
為
め
樽
の 

 

取
扱
を
し
て
居
る
間
に
無
く
な
っ
た
も
の
と
見
へ
る
。
或
は
周
囲
を 

 

結
っ
た
藁
縄
が
切
れ
て
居
る
為
め
に
蓋
も
な
い
も
の
が
あ
る
。
之
は
極 

 

く
悪
い
藁
を
而
か
も
小
さ
く
綯な

ふ
た
に
因
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

是
等
容
器
の
不
始
末
は
買
手
が
相
当
の
工
作
を
施
し
て
引
取
り
つ
ヽ 

 

あ
る
と
云
ふ
も
の
の
併
し
砂
糖
会
社
が
公
入
札
を
為
す
前
に
各
買
手
は 

 

各
倉
庫
に
就
き
一
々
現
物
を
調
査
し
て
価
格
を
定
む
る
の
で
あ
る
か
ら 

 

或
は
量
目
容
器
総
て
の
事
情
を
斟
酌
す
る
は
当
然
の
こ
と
で
随
っ
て
我 

 

が
糖
業
者
の
失
ふ
全
体
の
損
失
は
莫
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ 

 

れ
る
の
で
あ
る
。」 

十
三
銭
で
あ
っ
た
の
が
四
倍
近
く
の
一
円
二
十
五
銭
、
名
瀬
―
大 

阪
間
は
六
十
銭
で
あ
っ
た
の
が
三
倍
強
の
一
円
八
十
五
銭
と
な
っ 

た
。
沖
永
良
部
か
ら
だ
と
二
円
五
十
銭
の
運
賃
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
農
家
個
々
で
み
る
と
、
一
樽
を
生
産
す
る
た
め
の
費
用 

が
六
円
五
十
銭
、
消
費
税
が
二
円
五
十
銭
、
運
賃
二
円
を
加
え
る 

と
十
一
円
、
大
阪
価
格
が
八
円
か
ら
九
円
だ
か
ら
毎
樽
二
円
な
い 

し
三
円
の
損
失
で
あ
る
。
大
島
郡
全
体
で
は
四
十
万
円
か
ら
六
十 

万
円
の
損
失
で
あ
る
。 

 

そ
の
対
策
と
し
て
、
○一
船
会
社
に
対
す
る
値
上
げ
中
止
の
申
し 

入
れ
、
○二
政
府
に
運
賃
の
補
助
を
求
め
る
、
○三
県
補
助
に
よ
る
汽 

船
を
別
に
就
航
さ
せ
る
等
々
の
運
動
を
展
開
し
た
が
、
い
ず
れ
も 

見
込
み
の
な
い
ま
ま
年
は
暮
れ
た
。（
全
一
論
集
） 

○
同
七
年
（
一
九
一
八
） 

 

残
さ
れ
た
手
段
と
し
て
は
、
郡
民
自
身
が
船
を
持
っ
て
そ
れ
を 

就
航
さ
せ
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
二
月
、
県
議
・
各
村
長
・
砂
糖
同 

業
組
合
議
員
・
そ
の
他
の
有
志
が
名
瀬
に
会
し
て
、「
大
島
汽
船 

株
式
会
社
」
の
設
立
を
決
議
し
た
。
同
会
社
は
大
島
信
用
販
売
組 

合
と
共
同
し
て
二
隻
の
木
造
貨
物
船
を
借
り
入
れ
、
郡
内
各
島
と 

鹿
児
島
間
を
航
海
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
話
が
ま
と
ま
る
と
、
商
船
会
社
側
は
運
賃
引
き 

       
 

「
今
日
樽
木
も
機
械
で
製
造
さ
れ
風
袋
は
十
六
斤
と
定
ま
り
砂
糖
同 

 

業
組
合
は
役
員
を
置
い
て
厳
重
に
規
則
を
立
て
樽
を
検
査
し
て
は
居
る 

 

が
此
点
は
し
か
と
確
実
に
励
行
さ
れ
て
居
る
と
は
見
へ
な
い
の
で
あ 

 

る
。」 

○
同
八
年
（
一
九
一
九
） 

 

大
正
七
年
か
ら
上
昇
し
始
め
た
砂
糖
・
ゆ
り
根
・
紬
等
の
価
格 

更
に
上
昇
し
好
景
気
続
く
。 

 

「
奄
美
大
島
の
糖
業
」
に
は
八
年
度
の
島
別
作
付
面
積
・
産
糖 

量
・
反
当
産
糖
量
の
一
覧
表
を
載
せ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ 

て
い
る
。 

 
 

「
沖
永
良
部
島
と
喜
界
島
と
は
従
来
伯
仲
の
間
に
あ
り
し
が
二
年
以 

前
よ
り
沖
永
良
部
島
の
発
展
頗
る
非
常
に
し
て
遂
に
遥
か
に
喜
界
島
を 

凌
駕
し
喜
界
島
は
年
々
衰
微
の
風
あ
り
之
れ
風
害
の
影
響
大
な
り
し
為 

め
な
り
と
雖
紬
業
の
影
響
亦
一
大
原
因
た
る
を
失
は
ず
其
畑
を
視
察
す 

 

る
時
に
於
て
よ
く
解
す
る
を
得
べ
し
」 

 
 

「
又
反
當
産
糖
量
よ
り
見
る
時
は
沖
永
良
部
島
の
五
百
二
十
六
斤
を 

 

最
多
と
し
与
論
島
の
五
百
十
六
斤
之
れ
に
次
ぐ
徳
之
島
の
四
百
三
斤
は 

 

郡
平
均
に
一
致
せ
り
本
島
・
喜
界
島
は
遥
に
劣
れ
り
」 

 

な
お
、
反
当
産
糖
量
を
村
別
に
み
る
と
和
泊
五
百
四
十
九
斤
、 

知
名
五
百
二
斤
で
あ
る
。 

 

こ
れ
以
前
に
沖
永
良
部
農
業
が
他
よ
り
優
れ
て
い
た
と
い
う
記 
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録
は
な
い
。
沖
永
良
部
が
郡
内
に
お
け
る
農
業
先
進
地
と
し
て
の 

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

○
同
九
年
（
一
九
二
〇
） 

 

砂
糖
の
価
格
は
さ
ら
に
上
昇
し
た
が
、
四
月
ご
ろ
か
ら
不
況
と 

な
り
、
八
月
、
紬
は
大
暴
落
し
た
。「
そ
て
つ
地
獄
」
と
も
言
わ 

れ
る
長
期
不
況
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

○
同
十
年
（
一
九
二
一
） 

糖
価
下
落
、
不
況
。 

 

三
月
、
黒
糖
の
等
級
の
呼
称
が
変
更
さ
れ
た
。
従
来
の
「
二
歩 

以
上
」
→
「
特
等
」、「
二
歩
」
→
「
一
等
」、「
二
歩
半
」
→
「
二 

等
」、「
一
歩
」
→
「
三
等
」、「
半
歩
」
以
下
→
「
等
外
」。 

 

九
月
、甘
蔗
委
託
苗
圃
の
設
置
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。 

○
同
十
一
年
（
一
九
二
二
） 

 

糖
価
下
落
、
不
況
。 

 

六
月
脱
稿
の
大
島
島
司
津
村
伊
三
郎
の
「
大
島
郡
開
発
上
障
害 

ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
並
之
カ
矯
正
方
策
」
の
中
に
「
甘
蔗
稲
作
ニ
就 

テ
ハ
沖
永
良
部
二
ヶ
村
ヲ
除
キ
他
ハ
殆
ン
ト
肥
料
ヲ
施
サ
ス
ト
称 

ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
…
…
」
と
あ
る
。 

○
同
十
三
年
（
一
九
二
四
） 

 

糖
価
下
落
、
不
況
。 

       

す
る
の
も
過
言
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
」 

 
 

知
事
懸
忍
談
「
目
下
計
画
し
て
居
り
ま
す
問
題
は
大
島
の
産
業
の
振 

 

興
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
黒
糖
消
費
税
の
廃
止
で
あ
り
ま
す
。
次
に 

 

低
利
資
金
を
産
業
組
合
で
融
通
す
る
こ
と
に
努
め
十
万
円
の
低
利
資
金 

 

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
い
か
に
大
島
組
合
に
配
分
す
る
か 

 

に
つ
き
目
下
研
究
中
で
あ
り
ま
す
」
（
「
奄
美
大
島
」
十
一
月
号
） 

 

同
十
五
・
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
） 

 

九
月
、け
う
の
大
暴
風
が
大
島
郡
を
襲
っ
た
。死
者
二
十
六
名
、 

被
害
額
三
百
四
十
万
円
（
陛
下
か
ら
救

恤

き
ゆ
う
じ
ゆ
つ

金
が
下
賜
さ
れ
た
）。 

不
況
の
さ
な
か
だ
け
あ
っ
て
郡
民
の
受
け
た
打
撃
は
大
き
か
っ 

た
。 

 

 

大
正
時
代
の
特
徴
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
短
期
の
好
景
気
と
長 

期
の
不
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
収
入
を
ほ
と
ん
ど
砂
糖
の
み
に 

頼
っ
て
い
た
大
島
郡
で
、
沖
永
良
部
は
ゆ
り
根
、
他
島
は
紬
と
い 

う
副
収
入
源
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
一
つ 

の
特
徴
で
あ
る
。
家
内
工
業
と
し
て
の
紬
と
農
業
は
、
一
方
が
栄 

え
れ
ば
一
方
は
衰
え
る
と
い
う
性
格
で
あ
る
の
に
対
し
、
砂
糖
と 

ゆ
り
根
と
は
共
存
が
容
易
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
島
の
性
格
を
決 

定
し
、
郡
内
の
農
業
先
進
地
と
し
て
の
位
置
を
築
か
せ
た
。 

 

四
月
、
糖
業
試
験
場
を
廃
し
、
名
瀬
町
金
久
に
県
立
糖
業
講
習 

所
を
置
く
。 

○
同
十
四
年
（
一
九
二
五
） 

 

こ
の
年
、
砂
糖
消
費
税
の
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
同
消
費
税 

は
、
日
清
戦
争
後
の
財
政
需
要
の
増
加
に
応
え
る
た
め
の
明
治
三 

十
四
年
三
月
か
ら
百
斤
に
つ
き
一
円
を
課
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ 

る
。
消
費
者
が
支
払
う
税
だ
と
い
う
の
で
さ
し
て
抵
抗
は
な
か
っ 

た
が
直
接
に
は
糖
商
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
は
課
税 

相
当
分
安
く
で
砂
糖
を
買
い
入
れ
た
た
め
糖
価
は
下
落
し
た
。
明 

治
三
十
七
年
日
露
戦
争
が
起
こ
る
と
四
月
以
降
、
百
斤
に
つ
き
二 

円
に
増
額
し
、
さ
ら
に
四
十
一
年
四
月
以
降
は
四
円
と
し
た
。
四 

十
三
年
四
月
か
ら
二
円
に
減
額
し
て
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
き
た
の 

で
あ
る
。好
景
気
の
時
代
は
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
、 

糖
価
が
下
落
し
て
も
税
に
変
更
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
者 

に
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。 

 
 

代
議
士
祷
苗
代
談
「
黒
糖
消
費
税
は
ぜ
ひ
廃
止
す
べ
き
も
の
で
あ
る 

 
と
思
い
ま
す
。
政
府
で
も
実
は
廃
止
し
た
い
と
い
う
腹
は
あ
る
け
れ
ど 

 

も
、
一
方
資
本
家
が
輸
入
税
減
税
運
動
を
や
っ
て
い
る
の
で
黒
糖
の
方 

 

を
廃
す
る
と
こ
の
輸
入
税
減
税
運
動
に
影
響
す
る
の
で
断
行
し
か
ね
て 

 

い
る
よ
う
で
す
。
…
…
大
島
が
経
済
的
に
行
詰
っ
て
い
る
の
も
最
大
の 

 

原
因
は
こ
の
主
要
産
物
に
課
す
る
苛
歛

か
れ
ん

誅

求

ち
ゆ
う
き
ゆ
う

の
結
果
で
あ
る
と
断
言 
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